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　留学生センターで15年以上実践している留学生のた

めの多言語・多文化理解，生活適応支援ワークショッ

プを，さらに学内外との連携をはかりながら展開し

た。

　日本文化についての講座の一部は，留学生センター

が教養教育院の授業として開講している基礎セミナー

「英語で学ぶ日本の文化」との合同講座とし，正規授業

とのつながりを作った。世界の言語・文化講座につい

ては昨年度継続的に実施できたランゲージ・シャワー

プログラムを充実させると共に，全学に発信できる多

文化書道展覧会を学内ギャラリーで催した。防災につ

いては，今年３月に新たに設置された名古屋大学減災

連携センターと協力して，年２回のセミナーを実施し

た。引っ越しについても生協と連携して情報提供を充

実させた。

留学生にとっては日本の生活に慣れ，他の留学生や日

本人学生たちと共に学べる機会となるよう，またすべ

ての学生にとって異文化コミュニケーション力や発信

力，多文化適応力といった，国際性をのばすことにつ

ながるよう心がけた。それぞれのワークショップに

は，内容によって10名から50名が参加し，展覧会には

学内外から多くの人々が訪れた。

【日本の伝統文化】

　日本の伝統文化ワークショップは，昨年に続いて今

年度もその一部を基礎セミナー「英語で学ぶ日本の文

化」授業との連携講座として開催した。前期は，授業

時間である木曜５時限目に合わせ，多くの留学生たち

にとっても参加しやすい時間帯に行なった。後期は日

も短く寒くなるため，これまでと同様に４時限目の開
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催とした。

　発表の場として，書道のワークショップで書いた学

生たちの作品を集めて，学内ギャラリーで「書～線を

引く，そして繋がる。」という題でアラビア書道と共に

展示会を行なった。

【世界の言語文化】

・ランゲージシャワーでは英語・中国語をとりあげ，

学生が中心になって企画・運営した（本年報部門報告

を参照）。

・後期に，イスラム文化会と共催して「アラビア語会

話初級講座」６回シリーズを開催した。アラビア書道

講座も行ない，日本書道の作品と共に，書道展へとつ

なげた。多文化への感性を育むことを目的としている

ワークショップの効果が，以下の文章にも表れてい

る。

　「アラビアといえば，いくつかのステレオタイプしか

浮かんでこない遠い存在です。アラビア書道教室が開

かれるという知らせのメールを見たとき，ずっと書道

は東洋的な文化だと思いこんでいたので，『アラビアに

も書道があるの？』と思いました。アラビア書道教室

に臨んでいると，驚くことばかりでした。…慣れない

アラビア語文字をなぞって書いているうちに，次第に

アラビア語文字の美しい曲線に魅了されて，心がだん

だん和やかになってきました。アラビア語と中国の書

道は，形式は多少異なっているにもかかわらず，その

本質は，国境を越えて繋がっていると思います。自分

の作品を眺めていると，アラビア書道と中国の書道は

遠いものでありながら，実は近いものであるとつくづ

く思います。　国際言語文化研究科・封　静宣」

（名古屋大学教養教育院プロジェクトギャラリー

「clas」アニュアル2011，p73より）

　学生たちが，国籍や民族，宗教，専門分野，年齢を

超えて，日本や世界の言語や文化に目を向けて学んで

いける環境を，今後も提供していきたい。

華道の作品　　　　　　　　　　　　　日本舞踊の実習　　　　　　　　　　　　　書道講座の様子

多文化書道展（教養教育院プロジェクトギャラリー「clas」にて）




